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１ 受験者数の推移
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１．受験者数の推移
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ü受験者数は減少傾向にある。
Å2011年度比2019年度全体で64.3％、1級82.9％、2級84.8％、3級55.4％。

Å3級の減少が顕著、1級・2級は緩やかな減少

ü減少傾向にある資格試験は多い。
Å同期比較：簿記検定 76.5％

ü一方で受験者数を維持している資格もある。
Å同期比較：中小企業診断士 100.1％、ビジネス実務法務検定試験 101.2％

ü2021年度（ネット試験）実績は、最後のリアル開催の2020年度1回分（第
87回）と全級でほぼ同じ水準。
Å3級は減少、1級、2級は増加している。

üネット試験化された2021年度は8か月間の実績（2021年7月28日～）。通
年ネット試験施行初年度である2022年度受験者数の推移が注目される。
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２．更新申込者数の推移

※更新申込者：2017～2019年度は更新講座申込者と更新講習会修了者数、2020・2021年度は更新講座申込者数。
更新申込率：更新申込者数÷更新対象者数（％）。更新者率は1ポイントほど低くなります。
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ü受験者数／合格者数の減少傾向に伴い、更新対象者数も減少傾向にある。

ü更新申込率は4割前後で変動があるが、分母（更新対象者数）の減少に伴
い、最終的な更新者数も減少傾向の継続が見込まれる。

ü2022年3月末の登録者数は、1級4,487名、2級59,666名、3級80,528名の合
計144,681名。

ü2022年度合格者とあわせ、四捨五入してかろうじて「15万人」となる。

２．更新申込者数の推移



３．内訳（学生・社会人比率）の推移
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2011FY
(39,68回)

2020FY
(87回)

2021FY
(ネット)

1級 ２級 ３級 ｢学生」の内訳
1級 2級 3級

大学生
65 2,280 2,230

6% 20% 16%

専門・
各種

67 1,024 2,156

6% 9% 16%

高校生
5 1,021 2,821

0% 9% 20%

1級 2級 3級

大学生
28 748 1,344

4% 15% 14%

専門・
各種

8 297 2,191

1% 6% 23%

高校生
0 552 1,894

0% 11% 20%

1級 2級 3級

大学生
37 772 1,264

5% 14% 14%

専門・
各種

11 369 2,095

1% 7% 24%

高校生
1 824 1,612

0% 15% 18%

全級
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ü全体として、学生・社会人の比率に大きな変化はない。

ü2011年と比較すると1級、2級の学生比率が低下している。

ü「専門学校・各種学校」の1級受験、2級受験の減少が顕著である。3級受
験者数はほとんど変わらない。

ü2021年（ネット試験）「高校生」受験者の傾向として、3級の減少、2級
の増加がみられる。

ü学生、社会人ともに減少している。→両面の対策が必要である。

ü一方で学生に関しては、いずれかの時点で学校単位の離脱が生じているの
ではないかと推測される。→学校単位の普及策は有効である。



４．都道府県別の申込者数
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21FY全級21FY順位ネット会場数

1 476 12 7 448 12 8

2 46 45 7 50 45 31

3 118 30 5 303 17 32

4 500 11 3 650 10 15

5 90 33 5 138 29 38

6 175 22 4 147 27 35

7 833 8 6 808 6 18

8 425 13 7 321 16 14

9 142 27 2 155 25 37

10 79 36 2 81 37 34

11 184 21 4 203 20 16

12 291 16 7 156 24 11

13 120 29 1 129 31 19

14 169 23 9 171 23 20

15 936 5 18 755 7 5

16 695 9 22 720 9 6

17 2096 1 29 2485 1 1

18 1054 3 15 888 5 2

19 107 31 1 78 38 41

20 353 15 10 362 14 10

21 963 4 3 743 8 17

22 887 7 10 1029 3 4

23 193 20 4 172 22 22

24 80 35 2 75 39 43

21FY全級21FY順位ネット会場数

25 144 25 6 91 34 28

26 265 18 6 360 15 13

27 1082 2 31 1265 2 3

28 681 10 11 597 11 7

29 144 26 5 153 26 29

30 52 42 3 55 43 39

31 41 46 2 42 46 47

32 22 47 2 86 36 46

33 254 19 7 303 18 21

34 419 14 7 433 13 12

35 98 32 5 109 33 25

36 70 39 1 60 41 44

37 51 43 3 116 32 40

38 134 28 4 142 28 26

39 58 40 2 41 47 45

40 899 6 17 952 4 9

41 77 37 2 65 40 42

42 161 24 3 180 21 27

43 85 34 4 91 35 23

44 53 41 5 57 42 33

45 48 44 6 55 44 36

46 72 38 5 137 30 24

47 269 17 9 271 19 30
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21FY全級21FY順位ネット会場数

17 2096 1 29 2485 1 1

27 1082 2 31 1265 2 3

18 1054 3 15 888 5 2

21 963 4 3 743 8 17

15 936 5 18 755 7 5

40 899 6 17 952 4 9

22 887 7 10 1029 3 4

7 833 8 6 808 6 18

16 695 9 22 720 9 6

28 681 10 11 597 11 7

4 500 11 3 650 10 15

1 476 12 7 448 12 8

8 425 13 7 321 16 14

34 419 14 7 433 13 12

20 353 15 10 362 14 10

12 291 16 7 156 24 11

47 269 17 9 271 19 30

26 265 18 6 360 15 13

33 254 19 7 303 18 21

23 193 20 4 172 22 22

11 184 21 4 203 20 16

6 175 22 4 147 27 35

14 169 23 9 171 23 20

42 161 24 3 180 21 27

４．都道府県別の申込者数（ネット試験上位順）

ü岐阜県、福島県はリアル開催時から
人口規模に比して受験者数が多い。

ü特に岐阜県は2021年度全国4位。取
組内容を参考にする必要がある。

ü受験者数が多い要因の一つは、学校
単位＝商業高校の寄与。



５．団体受験の都道府県別状況（2021/8～2022/7）
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受験申込者数 実施機関数（延べ）

1級 2級 3級 合計 高等学校 商工会議所 専門学校等 大学 合計 21FY順位

1 北海道 0 0 216 216 3 0 3 0 6 12

2 青森県 45

3 岩手県 0 5 124 129 2 0 0 0 2 30

4 宮城県 0 40 54 94 2 0 1 0 3 11

5 秋田県 33

6 山形県 0 0 2 2 0 2 0 0 2 22

7 福島県 0 186 303 489 5 0 2 0 7 8

8 新潟県 0 19 35 54 0 1 1 0 2 13

9 富山県 0 1 55 56 0 0 2 0 2 27

10 石川県 36

11 長野県 21

12 茨城県 16

13 栃木県 29

14 群馬県 23

15 埼玉県 0 1 0 1 0 1 0 0 1 5

16 千葉県 0 1 2 3 0 3 0 0 3 9

17 東京都 0 172 129 301 0 3 3 1 7 1

18 神奈川県 0 47 25 72 0 0 1 1 2 3

19 山梨県 0 0 22 22 0 0 1 0 1 31

20 静岡県 0 0 97 97 2 1 0 0 3 15

21 岐阜県 0 532 309 841 14 1 0 1 16 4

22 愛知県 0 13 90 103 1 5 2 0 8 7

23 三重県 0 0 33 33 1 3 0 0 4 20

24 福井県 35

25 滋賀県 0 2 0 2 0 2 0 0 2 25

26 京都府 0 0 44 44 0 1 1 0 2 18

27 大阪府 4 18 65 87 1 15 1 0 17 2

28 兵庫県 0 0 30 30 0 1 0 2 3 10

29 奈良県 0 0 62 62 1 0 0 1 2 26

30 和歌山県 42

31 鳥取県 46

32 島根県 0 1 0 1 0 1 0 0 1 47

33 岡山県 0 0 2 2 0 2 0 0 2 19

34 広島県 0 4 69 73 0 6 2 0 8 14

35 山口県 0 1 1 2 0 1 0 0 1 32

36 徳島県 39

37 香川県 43

38 愛媛県 28

39 高知県 0 0 39 39 0 0 2 0 2 40

40 福岡県 0 13 75 88 2 0 1 1 4 6

41 佐賀県 37

42 長崎県 24

43 熊本県 34

44 大分県 41

45 宮崎県 0 0 3 3 0 2 0 0 2 44

46 鹿児島県 0 1 21 22 1 2 0 0 3 38

47 沖縄県 0 46 3 49 0 4 2 0 6 17

総計 4 1103 1910 3017 35 57 25 7 124

19 未実施

8 商工会議所のみ



５．団体受験の都道府県別状況
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ü「団体受験」はネット試験化後の課題の対応策の一つ
Å 受講生・受験生との接点が持ちにくい

Å 養成講習会や対策講座のスケジュールが立てにくい

üしかし、27府県では、団体受験が実施されていない。

ü全国でも実施機関数（延べ数）は、高校３５、専門学校等２５、大学７に
とどまっている。
Å2021年度受験者数では、個人受験13,130名、団体受験2,215名。

ü「知られていない」「分かりにくい」現状を是正する必要がある。



６．団体受験の申請～申込～施行の流れ
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試験会場の登録
申請

① 施行要件の確認（各地商工会議所の認定、受験者数10名以上、PC環境等）

② 各地商工会議所から「認定申請書」を入手、提出

③ 各地商工会議所が試験会場の認定

④ 登録完了

団体受験の申込

① 団体受験の申込（申込書（ワード）、受験者名簿（エクセル）をメール／受験手数
料（受験料の75％＋550円）を口座振込）

② 日商が施行承諾メール／受験者個人へマイページ情報メール

③ 受験者個人がマイページから情報登録、科目免除証明書登録等

④ 実施団体が試験情報を確認、取得（受験者へ）

団体受験の施行

•ＰＣ・インターネット環境、試験施行用URL、受験者用「ログインID」「パスワー
ド」、試験結果印刷用プリンタと紙、メモ用紙、ボールペン等を用意

•施行手順書に従い実施

ü申請から登録完了まで1月ほど
必要

ü各地商工会議所にご入会くださ
い！

ü施行可能期間は各月中旬の5日間
限定

ü施行前月の20日までに申込が必要
ü施行承諾、マイページ情報メール

は施行月の前月末～施行月の初旬
に送信

üマイページ情報登録は施行日3日
前まで

ü施行手順書は試験会場登録完了後
にメール

別添「団体受験の申請～申込～施行の流れ」とあわせてご参照ください。
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ü課題は多岐にわたるが、第一段階として、ネット試験化に対応した学習
者・受験者増加の具体策を講じる必要があります。

ü継続的に学習者・受験者を増やし維持するため、教育機関・企業へのアプ
ローチが有効と考えられます。

üアプローチにあたっては「団体受験」の普及が重要です。

続いて、「日本販売士協会2022年度の取り組みと皆様へのお願い」についてご説明し
ます。


